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1 . 背景

授業研究 の 目的は ,
よ りよ い 授業 の 創造と実践 に

ある｡ こ れま で の授 業研究 には ,
藤岡 ( 2 0 0 3) が指

摘する ように , 授業は知識 を伝達 し子 どもがそ れを

受け とる , と い う知識を供給 し消費す る場 と して の

授業観 が背景に ある ｡ すなわち ,
授業 の 目 的は 目標

の 実現に あるとい う もの で ある ｡ 生 田 (2 0 0 2 a) は ,

こ の ような授業観に 基づく授業研究 を シ ス テ ム 論的

7 ブ ロ ー

チ と い っ て い る｡ 授業を明確な目的に 向か っ

て 糾織的に〕魯[;三三
'

し , .汁価Lli 善で きる円二現件の あ る ン

ス テ ム とと らえ るもの で あ り, 目標 の 達成 で , シ ス

キ ム が
,f
l

日面され ろ そ こ で は ､

-

J亡化された H 標に

Ei
'

]j け て 現状の子j一動を修止 して い くため ,
フ ヤ ート / ミッ

ク 機能が 重要な役割 を果た す｡ しか し, 実際 の 授業

過程で は , 新た な口 標が途中 で
′

ヒ成される の で , こ

a) シ ス テ ム 論白ぃ
7

7 ロ ー チ は 什甫の 授業過程に は あ

ま り適 合 しない と い われて い るo

一

方, 近年, 授業過程 を教師の 意思決定過程と し

て とらえ
,
そ こ に働く教師 の ｢ 判断｣ と ｢ 知｣ か ら

授 業技 術過程の 固有惟を明らか に しようとす る新 し

い ア プ ロ ー チ が注[‡されて い る ｡ そ れが , 実践的 ア

プ ロ ー チ で あ る ( 生 田 ,
2 0 0 2 a) ｡ つ ま り , 教師 の 教

授行動の 背 景に あ る意思決定に 柱[~‡す る 7 フ セ - チ

2 0 0 3 . 1 2 . 1
′

乏J甲

で あ る ｡

こ の 実践的 ア プ ロ ーチ で は ,
教師 の 実践知の 形式

化を目指 して い る｡ 西之園 (1 9 99) は実践知を図 1

の よう な構造 で とらえ る ｡

図l 実践知の 構造 (西之園 ,
1 9 9 9)

すなわち ,

'

丈践 知は , 明 'Jt 加 と暗黙 知にLzl二
/

Jj
l

さ れ

る ′｡ 明 示知 は意識化され活用され て い る実践知 で あ

り
, 教師が説 明で き他 者に も伝達可能 な知 で あ る ｢

一

ノj , 暗黙知 は活用 して い る が意識化され て い な い

実践知 で ある ｡ こ れらは経験 に よ っ て獲得され, 内

面化され , 無意識化され て い る ｡ した が っ て 教師自

身も気 づい て い な い た め , 伝達す る こ とが 困難で あ

る ｡ こ れま で の 授業研究 の 多くは ,
明示知 で ある教

育技術 の 研究に焦点化され て きた ｡ そ れは技術主義

とい う レ ッ テ ル が 貼られ, 批判的に 見られた ｡

こ の 教育技術の 研究に対する 反省か ら, 教育技術

を授業過 掛 こおけ る教師の 認知と判断に 基づく意志

姥
/

Ji: 過f
【

f
l
=

_と し
て とらえ る こと で , 暗黙知とい う 側面
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か らと らえ 直す ことが で きる ｡ 暗黙知 で あるか ら こ

そ , 授業実践過程そ の もの を対象化する 中で しか把

握 でき ない.｡ 佐藤 (1 9 9 7) は , 教師 の 仕事の 特徴と

して ｢
~
不確実性｣ を挙げて い る｡ こ れは ,

こ の 暗黙

知とい う点か らも裏付け られ る｡ したが っ て , 現在 ,

授業研究 で は暗黙知を明示知として 対象化す る研究

が進め られ て い る ｡

さらに
,
｢ 研究者と して の 教師 (t e a c h e r a s r e-

s e a r c h e r)｣ と い う 概念 が比 が っ て い る ｢ こ の 概 ′含

で は
, 教師を実践 者と して 単に 位置づけ るだ け で は

なく, 白身 の授業を対象化 し, 研究 者と して , そ の

実践 を坪論化 して い く存在と し て 見て い る ー

こ れま で , 実践知を対象化す る研究 Jj 法 が い く つ

か 開発され て きた ｡ それ らを, 授業に関わる ;i
_
-
_
場と

対象化す る場面 に よ っ て
'

/j
L

額 した も の が , 左 1 で あ

る｡

表 1 実践知を対象化する授業研究方法の分類

対 象 化 す る 場 面 授 業 老 観 察 者 学 習 者

授業過程 で の リ フ レ ク シ ョ ン オ ン . ゴ ー イ ン グ法 オ ン . ゴ ー イ ン グ法

r efl e c ti o n i n a ct i o n ( 生 田 ,
1 9 9 8) ( 生 田

,
1 9 98)

授業後の リ プ レ ク シ ∃ ン 授業カ ン フ ァ レ ン ス 法 授業 カ ン プ ｢
フ

レ ン ス 法

再
′
巨刺激法

( 吉崎 ,
19 92)

r e fl e cti o n o n a c ti o n ( 稲垣 ,
1 9 8 6)

ス ト ッ プ モ ー シ ョ ソ 法

( 藤岡 ,
1 9 9 1)

再
/
i _ 刺 激法

( 吉崎
,
1 9 9 2)

V T R 中断法

( 吉崎 ,
1 9 9 7)

カ ー ド構造化法

( 井上 . 藤岡 ,
19 9 5)

授業 リ フ レ ク シ ∃ ソ 法

( 洋本 ,
1 9 94)

授業 日詰法

( 浅 田
,
1 99 8)

( 稲垣 ,
1 9 86)

ス ト ッ プ モ - シ ョ ン 法

( 藤岡
,
1 99 1)

V T R 中断法

( 吉崎 ,
1 9 9 7)

カー ド構造化法

( 井上 .

藤岡 ,
1 9 9 5)

授業リ フ レ ク シ ョ ン 法

( 洋本 ,
19 9 4)

授業後 の リ フ レ ク シ ョ ン で は , 事後分析の ため 再

解釈の 可能性が あり
,
ま た

,
メ デ ィ ア を媒介とする

場 合には 間接性 の 限界が あるた め
,

′
巨田 (1 9 98 a )

は
, 授業過程 で の リ フ レ ク シ ョ ン を対象化す るた め

に オ ン ･ ゴ ーイ ン グ法を開発 した ｡ オ ン ･ ゴ ー イ ン

グ法とは ,
｢ 参加観察 者は

,
実際 の 授業過程 に授業

老とと もに在 っ て , 展開される授業事象を自分 のみ

え たままに 内言 し記録 し, 授業後 こ れを整理 し
, 観

察者 の 授 業認 知を把握 す る 方法｣ で あ る ( 生 田 ,

2 0 0 2 a) ｡ こ れま で に は
,
教育実習生 の授業を指導担

当の 経験 教師と他の 教 育実習生が 観察す る研究 ( 坐

田
,
19 9 8 a) , 教 育実習生の 授業を指導担当の 経験教

師と大学教員が観察する研究 ( 生田 ,
19 9 8 b

,
2 0 02 a) ,

教育実習生の 授業を 3 人 の経験教師が観察す る研究

( 生 田他 ,
2 0 02) が ある ｡ い ずれも

,
授 業事 象に 対

す る観察者 の 視点か らの 授業認知の 把握を試み た研

究 で ある , そ こ に は , 招業 者と して , 授業過 程で の

自己の 認知を対象化して 記録す る こ とが 容易 で ない

と い う理 由が ある ｡

L 述 の 生田 の 研究に nl･駆 け て , 西之園ら ( 1 9 8 1 ,

1 9 8 2) は
,
授 業老 の 授業 認知を把握す るた め に ,

ワ

イ ヤ レ ス マ イ クを用い て ｢ 教師 の つ ぶ や き｣ を録音

する方法を試み て い る, そ の 結 果
,
発問

,
応答が 繰

り返 しされ る場 面で は , 即時的に つ ぶ やく こ とば か

なり 困難を伴うが
, 机間指導 ,

あ る い は 子ども同上

の 話 し合い の 場面 で は比較的容易に つ ぶ やく こ とが

で き, 有効性が ある こと を報告して い る｡ た だ
,
こ

れに はある程度 の 訓練が 必 要 で あるとも指摘し て い

る ｡ 筆者も授業老と して 授業を実施する 中で , 気 づ

い た こ とを つ ぶ やく ことを数回 試み た が
,
つ ぶ や こ

うとする と授業 者と して の 意識から離れた り , 授業

に没頭する余り つ ぶや く こ とを忘れた り した た め に

非常に 困難で あ っ た ｡

こ れら の ことか ら
,
本研究で は , 授業過程 で の リ

フ レ ク シ ョ ン を対象化す るた め に ,
オ ン ･ ゴ ー イ ン

グ法を用い て 観察者の 授業認知 を把握す る方法をと

る こ ととす る .

ま た ,
オ ン ･ ゴ ー イ ン グ法 で は

,
複数 の 観察者 の
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オ ン ･ ゴ ーイ ン グ記録を分類 し, 比較す る方法をと

る ｡ すなわち , 同じ事象に対 して 同 じ内容の 認知で

ある もの ( 同事象同類認知) , 同 じ事象に対 して 異

なる認知 で あるも の ( 同事象異類認 知) , 観察者に

よ っ て 認知事象が異 なるもの ( 異事 象認知) と い う

分類 で ある ( 図 2 ) ｡ こ の 分類に よ っ て , 互 い の 差

異化が 明らか になり , 自分 の 授業認知を対象化 しや

すく なる｡

同事象認知

異事象認知

同類認知 ( 同事象同類認知)

異類認知 ( 同事象異類認知)

図 2 オン ･ ゴ ー

イ ング認知の 分類

(生田 ,
20 0 2 より作成)

オ ン ･ ゴ ーイ ン グ法 の これまで の 事例研究は ,
上

述 の ように , 複数 の 観察者による ものばか り で ある ｡

生 田 ( 2 0 0 2 a) は
,
｢ オ ソ ･ ゴ ー イ ン グに は ,

一

人

と
,
同僚 によ るもの と , 研究者との 組み 合わ せに よ

る もの が ある｣ と指摘 して い る ｡ 筆者は ,
まず

,
自

分自身 の授業認知の 特徴を見出す ことが 重要で ある

と考え , 観察者 一

人による オ ン
･ ゴ ーイ ン グ法を試

み た ( 高橋 ･

生 田 ,
2 0 0 3) ｡ そ の 結果 ,

観察者と し

て の 授業認知 を見出す こ とは で きた が , そ の 授業認

知か らは , 授業老の 授業観 との ズ レ に 戸惑 っ て い る

姿が浮き彫り にな っ た ｡ しか し, 中 に は証拠を示せ

ず
,
主観的

､

i三り斬 に よる授 業i J
j
L

)
l 知が 見られ, 観察者の

授業認知を比較す る対象の 必 要性を感 じた ｡

一九 絹業綬oう =
7 し

′
7 シ 7 ソ を通 し て . !

J
'-
i
i

業認

知を把握す る授 業リ ブ L, ク シ ョ ン 研究が あ る L, 洋 本

( 19 9 4 , 1 99 9) に よ る と, 授業リ フ レ ク シ ョ ン 研究

とは
, 教師が 自分の 教授 行動を モ ニ ター し, 分析,

.i

=

i
':価 す る

,
教師 の ため の 内省的授業研究 方法で ある ｡

授業 リ フ レ ク シ ョ ン 研究 で は , 授業を実施した 教師

が自分の 授業実践 中の 思考や 意識
･ 感情などを内省

して 熟 考して , 洞察を加 え る ｡ そ の 際 , 自分 の 姿を

映 し出す鏡が 必 要になる . そ れが ,
学習 者の 反1Jt; や

記録 ,
到達度 テ ス ト の 結果, あ る い は質問紙や イ ン

タ ビ ュ ー調査結果, ビ デ オや カ セ ッ ト テ
ー プ な どに

よる授業記録 , 観察 者の批評 な ど で ある.｡
こ こ で 洋

本 ( 1 9 98) は , 授業リ フ レ ク シ ョ ン 研究に おけ る教

師の 働きと して ,
｢ 教帥は , 授 業E- で あ るl

!
1 分 - セ

3 8 3

ル フ ( s elf) と そ れを研究者と して 検討す る自分 ニ

ュ ゴ ( e g o) に 分か れ て 検討す る ｡ エ ゴ は反省 - リ

プ レ ク シ ョ ソ する主体と して の 私 で ある ,
セ ル フ は

反省の 対象となる客体と して の 私 で ある｣ と い っ て

い る｡

授業リ フ レ ク シ ョ ソ 研究に は次 の 3 つ の 手法が あ

る ｡

Q) 自己 リ フ レ ク シ ョ ソ

② 対話 リ フ レ ク シ ョ ン

③ 集団リ フ レ ク シ ョ ン

まず
,
自己 リ フ レ ク シ ョ ン とは, 自分 で 自分 の授

業 を振り返 る方法 で ある｡ こ の 自己リ フ レ ク シ ョ ソ

が授業 リ フ レ ク シ ョ ン 研究 の 基本で ある ｡ しか し,

研究 の 妥当性を問題に したときに , 自己リ フ レ ク シ ョ

ン の 経過と結果を第三 者に話 し, 共 同 で 検討す る必

要性が 生まれ て くる ｡ こ れが ,
2 - 3 人 で行 う対話

リ フ レ ク シ ョ ン と集団で 行う集団リ フ レ ク シ ョ ン で

ある ｡

そ の 際 ,
対話

･ 集団リ フ レ ク シ ョ ン におけ る対話

者の 役割が重要に な っ て くる ｡ 洋本 ( 1 9 98) は, 対

話 ･ 集 団リ フ レ ク シ ョ ン に は 2 つ の段階が あ り ,
最

初は , 聞き手と して の 対話者が ,
授業老 に共感 ･ 同

化 の視点 で授業を見直 し, そ の 後 , 独立 した
一

人 の

研究者に立ち返り, 自分 の 視点か ら授業を検討する ,

とする ｡

い ずれに し て も, 授業リ フ レ ク シ ョ ン 研究 で は !

授 業 を 実 施 す る 教 師 自 身 の ｢ 気 づ き s elf

a w a r e n e s s｣ を最 も大切に する ｡ つ ま り , 教師自身

が 自分の 授業 の 中から ｢ 気づ き｣ を得 て 問題を 明確

化する ことを目指 して い るとい え る ｡ こ れは ,
オ ン ･

ゴ--- 1
'

ン
/
/ に よ る授 業認知研究 で も同様で あ る 1

そ れ で は , 対話及び 集団リ フ レ ク シ ョ ン は ,
対話

芥にと
-

' て 意義は な い の だ ろう か-- そ の.
キに つ い て ､

洋本
･ Lu 中 ( 19 9 9) は , 柏手 の 実践rJ,] 容を確か め て

い きなが ら, 対話 者は自己の 実践との 突 合せ を自己

I),) で 行 う こ と で 自己 リ フ レ ク シ ョ ン の 辛が か り を つ

か ん で い く ことが で きると指摘 して い る.｡ そ の 際,

対話 I) フ レ ク シ ョ ソ の 内容に先 の オ ン
･ ゴ ーイ ン グ

認知の 分類 ( 図 2 ) と い う枠組み を重 ね る こ と で ,

対話 者自身の 授業認知 が浮か び 上が っ て く ると考え

る ｡ つ ま り , 対話 リ フ レ ク シ ョ ン に お い て ,
具体自勺

な授業事象を対象と しなが ら振 り返る過程 で , 授業

者及び対話者の 授 業認知が 表出され てく る ｡ 授業老

と 対話 者とい う18 0 度 1
1

i-
_場
が 異なる 者で あ る が ,

普

ず対話 者が 招業 者の ;_
7I 場 で 振 り返 るとい う ノ

ーさぇか ら考

え ると, E fll じ ､
'

{_場 に
'

_

I

/ / ' て 授 業認知を比較す る こ と
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が で きるはず で あるo

以上を受けて , 本研究 で は , 対話 リ フ レ ク シ ョ ン

の 中 で 表出 した授業老及 び対話者 の 授業認知を分析

す る こ と で 対話者 の授業認知が浮か び上が らせ , そ

れとオ ン ･ ゴ - イ ン グ による授業認知を比較す る こ

とで , 観察者 の 授業認知 の 特徴を 明らか にする こと

を試み た ｡

2 . 研究の 目的

本研究は , 観察者の 授業認知 の 特徴を明らか にす

る こ とを目的と して い るo こ の 背景に は , 授業老 で

ある筆者が
,
対話リ フ レ ク シ ョ ン を通 し て

, 子ども

の 活動の 様子を誤 っ て 認知 して い た こ とに 気づ い た

貴重な経験が ある｡ そ れま で の 筆者は, 具体的 な教

授行動を対象化 し, そ の 是非 を問う研究に 没頭 して

い た ｡ し か し
, 筆者は ,

そ の ｢ 気づ き｣ を通 し て ,

授業過程 は教師の 意思決定過程 で あり
,
教授行動は

教師 の授業認知に基づ い て い るとい う こ とを実感す

る こ とが で きた｡ こ の経験か ら, 目 に見え る教授行

動を検討す る場 合には
,
まずそ の 背後に ある教師の

授業認知を対象化 し, 分析する必要が あると考え て

い る ｡

そ こ で
,
本研究で は

, 経験教師の 授業を対象と し,

観察者の オ ン ･ ゴ ー

イ ン グ発話分析及び対話者の 対

話 リ フ レ ク シ ョ ン の 発話分析を通 して
, 観察者の 授

業認知 の 特徴を明らか にす る こ とを目的とする ｡

但 し, 洋本 (1 9 9 8) の 言葉を借 りれば, 主体で あ

る エ ゴ の ｢ 私｣ が , 客体で あ る セ ル フ の ｢ 私｣ を対

象とす る ,

一

人称視点 によ る授業研究の た め
, 研究

過程及び結果 の 妥当性 が問題に な っ てく る ｡ そ れを

乗 り越え るた めに , 対話 リ フ レ ク シ ョ ン による授業

認知に オ ン ･ ゴ ーイ ン グ認知の 分類を当て は め る o

そ の 中 で も
,
互 い の 差異化が 明らか に なる同事象異

類認知を分析す る こと で
, 授業老 の 授業認知と比較

して 観察者の 授業認知が 明らか に なると考え る ｡

3 . 研究の方法

3 . I . 研究の 対象

授業を観察し, 授業後授業老と対話リ フ レ ク シ ョ

ン を行う者を対 象とする ｡ 本研究で は, 公立 ′卜学

校教諭 T ( 教職経験12 年 目) で ある o

3 . 2 . 観察授業

3 . 2 . 1 . 事例 l

授業日 : 平成15 年 7 月 2 日

授業者 : 公立 ′ト学校教諭 H ( 教職経験1 5 年目)

授 業 : 2 年算数 ｢ 長さ しら べ ｣ 2 時間目

( 全 7 時間)

本時授業 の ね らい :

･ 長さに つ い て 普遍 単位の 必 要性を理解 し, ら

の さしを作る ことが で きる ｡

･

任意単位 で 測 っ た もの の 長さを測定 し直 し,

単位 ( c m ) や 測定 に つ い て の 理解を深め る｡

概 要 : 子 どもた ちは本 単元 1 時間目に 任意 単位

による マ イ定規を作 っ て い る ｡ マ イ定規は ,
ノ ー

ト の マ ス 目を単位と した ｢ マ ス 目 定規｣ , 数 の

ブ ロ ッ ク を単位と した ｢ ブ ロ ッ ク定 規｣ , 数 え

棒を単位とした ｢ 数え棒定規｣ の 3 種類 で ある｡

本時 の 直前の 時間に 子どもた ちは生活科 で 育て

て い る野菜 の 苗の 高さを マ イ定規で 測 っ てきた o

本時 で は ,
グ ル ープ内でそ の高さを紹介 し合い ,

そ こ で の 話題 を全体に伝 えさせた ｡ そ こ で は
,

2 マ ス -

1 ブ ロ ッ ク と い う単位換算の 考え
,
定

規が違 うか ら数字も違う こ となどが 出された ｡

そ こ で , 実際 に マ ス 目定規と数 え棒定規 で 測 っ

た ミ ニ ト マ ト の 高さを紙 テ - プ で 表 した ｡ それ

か ら
, 生活科 の 時間の ある子どもの つ ぶ や きを

発表させ
,
そ の 後 ｢ 丈 の違 い を確か め るに は ど

うするか ? ｣ と い う課題が設定された ｡ 教師か

らそ の 間 い が 3 回線り返されるが
,

マ イ定規を

使 っ てみ て よか っ たと こ ろとよくなか っ たと こ

ろを紹 介し合う活動に 入 る ｡ そ の 後 ,
マ イ定規

を つ く ると した らどん な ことが 大切か を考えさ

せ
, 最後 に , 普遍 単位 ( c m ) を導入 し, マ イ

定規の 裏面に 1 c m 定規を貼らせ た ｡

3 . 2 . 2 . 事例 2

授業日 : 平成1 5 年1 0 月1 6 日

授業者 : 附属 ′J ､学校教諭 M ( 教職経験1 6 年 目)

授 業 : 5 年算数 ｢ 整数の 見方｣ 1 時間目

( 全 2 時間)

本時授業 の ね らい :

･ 1 か ら 5 ま で の 数字を 1 回ず つ 使 っ て 加減す

る こ とを通 して
,
そ の 答え が 2 に ならない 理

由を考え る ことが で きる ｡

概 要 : 課 題は ,
｢ 1 か ら 5 ま で の 数字カ ー

ドを

並 べ
,
それ を足 した り引 い た り して ある数にす

る｣ と い うもの で ある . 最初に ｢
- 1 ｣ に なる

ような式を考 えさせ た ｡ 子どもた ちか らは 多く

の 式が 発表され ,
そ の 式を 見つ け る コ ツ も出さ



オ ン
･ ゴ ー イ ン グと 対話リ フ レ ク シ ョ ン に よ る観察者の 授業認知研究

れた ｡ 次 に
,
｢ - 1 ｣ か ら 1 増や し ｢ - 2 ｣ に

なるよう な式を考え る課題に な っ た ｡ しばらく

す ると, 子どもた ちか ら ｢ で きない｣ と い う声

が次 々 に 出され, ｢
- 2 は で きない の で は な い

か｣ と い う意 見が大勢を占め る ｡ そ の 中 で ,
1

か ら 5 ま で の 数字 カ
ー ドの 偶数と奇数の 個数に

日を つ け た意見 ,
す なわち

,
偶数が 2 , 4 の 2

個, 奇数が 1 ,
3
,
5 の 3 個 で ,

そ れぞ れ の 個

数が ｢ 平等｣ で はな い の で 2 に ならない の で は

な い かとい う意 見が 出された ｡ ただ ,
他 の 子 の

~
r 解を得 るまで には 至 らなか っ た ｡

3 . 3 . 研究の手続き

(り オン
･ ゴ ー

イ ンゲ

観察者が授業観察しなが ら, オ ン
･ ゴ ーイ ン グ記

録を取 り , 事後 ,
そ の 記録を授業事象プ ロ ト コ ル と

合わせ る ｡ 観察者は 携帯用 の テ ープ レ コ ー ダーに ピ

ソ マ イ クを付け , 授業を観察しなが ら, 自分 にみ え

た ままを内言 し記録 した ｡ ま た , 授業過程を音声 で

記録する ため に テ ー プ レ コ ー ダーを教卓上 に ,
さら

に
,
映像 で 記録す るた め に ビ デ オカ メ ラ を教室 の 後

方中央に 設置 した ｡

(2) 対話リフ レクシ ョ ン

続 い て観察者が対話者となり , 授業老と対話リ フ

レ ク シ ョ ン を行 い , 事後 ,
そ の プ ロ ト コ ル を作戒す

る ｡ 対話者は , 授業老 の 言 葉に寄 り添 い ,
｢ 鏡｣ 役

となる ように 心が け る ｡ そ の 上で , 授業老の 振 り返

りが促進す る ように 努力す る ｡ オ ン
･ ゴ ー イ ン グ同
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様 , 対 話リ フ レ ク シ ョ ン の 様子を音声記録す るた め

に テ ー プ レ コ ー ダ
ー を教卓 L に ,

さらに , 映像で記

録す るた め に ビデ オ カ メ ラを設置 した ｡

(3) 対話リフ レクシ ョ ン による授業認知の分析

対話 リ フ レ ク シ ョ ン に おける授業者と対話 者の 発

話の 同事象異類認知の 部分を取 り出 し, そ の 分析を

通 して , 対話者 の授業認知を解釈する ｡ まず ,
同事

象異類認知 の部分を取 り出す｡ そ れを表 にまとめ る

際 ,
リ フ レ ク シ ョ ン 対 象をは さん で , 授業老と観察

者の 発話か ら解釈 した授業認知を位置づ ける ｡ 授 業

認知 の解釈に 当た っ て は , 対話
.) フ レ ク シ ョ ソ プ ロ

ト コ ル 及び授業事象 プ ロ ト コ ル を何度も読み 直 し,

予断や推測を排 して 確か ら し い授業認知を記述 して

い く ｡

(4) オ ン ･ ゴ ー

イ ングによる授業認知との比較

(3) で 分析 した 同じ対象 - の オ ン ･ ゴ ー イ ン グによ

る授業認知が ある場合に ,
それを比較す る｡ そ し て ,

対象, 授業者及び対話者の 授業認知 ,
観察者の オ ン ･

ゴ ーイ ン グ発話 を再び何度も読み 直 し, 予断や推測

を排 して 総 今的に 見て , 確 か ら し い観察者の 授業認

知の 特徴を記述す る ｡

4 . 結果 と考察

4 . I . 事例 1 から見える観察者の授業認知

事例 1 の 対話 リ フ レ ク シ ョ ン に おけ る授業老と対

話者 の 同事象異類認知 の 部分を取 り出 し, 授 業認知

を解釈 し, そ の 対象 - オ ン
･ ゴ ーイ ン グ発話を対rJE:

表 2 事例 1 = 対話リフ レクシ ョ ン における同事象異類認知とオ ン
･ ゴ ー

イ ンゲ発請

l
L]) 首li 喜括- ' て お い たこ

)
)~~こ

,
( i い を他し

J
l

)
'

/
/ J に 祁/j l

＼

L:
:
せ I

; .

i 業か 纏LE
'

j二化 して ｣ ま
:
) )LJ

_
ユ

.
＼ 患L4 的 に 指名 した(

7
) ,

+i ろ う た 場 面 に 意 図的に 指 Y , し な( て も白

分の 思 う よ う に な る

1

ニミ1 :
〆

)
/- し ∴∴

､ ∴∴
､

. r-- 辛か-㌔
. て 遠 い を 確 か:

.

h ろ に は ど
ー1 L

′

卜tLT,i + c.
7

)日与問(/り H さ '
!

t
L
'
)

/~~) J;こや ●ヰこ
､L '

l は も
'

)
†
' L - J と Jー単 に 締

きま L た ね や- ) は 行- ) て る /

+

= ら よ い だ ろ
'
) j と い

'
) 問 い き を紹 介 し ,

そ れ を
√

壬け て ′~遥 りなくや () た い か , [
,
I

/L が あー〉

と , 声挙が る ん で すね は
,
そ 0) 前の 子 とも の 言 葉を い を確 か め る に はどう した らよ た の で ,

｢ 違 い を確 か め る に

l

B

拾 つ て
,
課 題に した もの だろ

ラ.√′
f'- と､ も の 考 えで 授 業を構

成 しよう と い う 姿 が 見え る ｢
:

い だろ う j と投 げ か け た 場 面 は どう した らよ い だろ う
_
j と

決 め た〔: 教師が 決 め よ う と思

え ば , 課題 は い つ で も 衆まる

と 思う r

1

( オ ン . : トーイ ン グ 発話 な し)
･こ〕課題 を も

-

_
〕 た 後 の T ど も に 婚 業者が ｢違 い を確か め る に は , ● 実 は , 授 業 中迷

--) て い て ,

｢ 普遍単位 の 必 要性に 気づ か どの て イ 定規 で 測 るか 二 と操 り ｢ どれ に す る か 迷 つ て る ん だ

せ た い j と い う授 業者 の 意図 超 して 投げ か け た場面 よね
_
｣ と 返 して い た が , 途中

【
が あ つ た の で ,

｢ ど の て イ
l

jif

観でiP.
lJ る か ｣ と操 りjJi L 投げ

でそ れで は い け ない と思 つ た .- ,
と､ れが い い か 考え るん じ や な

C
か け た cJ ) だ 7 ) ら く て , ど う い う と こ ろ が 便 利

な♂) か を 考え る と こ ろ だか ら

-I~[ r.[ が 大 事か ｣ と聞 い た
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40 : こ っ か ら
, 共通 単位 の と こ

ろ に い くか どう か だよ な′: 実
際 , 男の 子 の と こ ろ で 2 マ ス

と 1 プ ロ /
}} が イ コ ー/ L

, -

) て

こ と に な っ ち ゃ う か ら ,
そ の

7 イ デ † 7 が 逆 に い い ん だけ

ど
,
共通単位 の 方 に 目が い く

か ?

○異 なる 定規 で 測 っ た高さの 換
算方法が 自分たちで 分か れば ,

み ん なで 同 じ定規を つ く る必

要が ない の で は ない か-
つ ま

り
, 子 どもか ら換算 方法が 出

た こと に よ っ て
,
共通 の て イ

定 規を 作る必 要感は 生 まれ に

くくな っ たの で はな い か ′
､

/ { ス 目
/

Jf 規の 2 マ スと ブ ロ ノ

i
/ 定 規の 1 ブ ロ ソ

!
) が 同じ長さ

で ある｣ と い う f･ ども の 考え

● マ ス 臼と 1 L ] ノ ウ の 換 算の 7

イ デ †~) ' は 面白 い と思 っ た

マ ス 目と 捧に つ い て は , 子ど

も た ちは 同L: よ う な換 算の 必

要感 をも
一

' て い れば 何か 枚広

が あ ると思 う が , 何 もなか
一

'

た か ら
,
そ の まま進 ん だ ､

さ せ た も の が 表 2 で ある ｡ 4 . I . I . 意図的な指名を行う (表 2 の A 段参照)

表 2 の A 段だけを取 り出 した の が
,
表 3 で ある.｡

表 3 事例1 = 対話リフ レクシ ョ ンにおける同事象異類認知とオン ･ ゴ ー

イ ンゲ発請 ( A 段)

# * % o)

オ ン . ゴ ー イ ン グ 発 話 対 話 者 の 授 業 認 知 対話 リ プ レ ク シ ∃
ン の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

1

( オ ン
.

ゴーイ ン グ発話な し) ○グ ル ープ 内で 話 し合 つ て い る グル ープ 内で 自 分の 苗 の 丈の 高 ●出て く る まま に取 り 上げ た.○
際 の机 間指 導で , 子 ども たち さ を話 し合わせ た 後 ,

そ の 話 し 指 名を意 図的に しす ぎる と
】 の 意 見を拾 つ て お い たの で

, 合い を他 の グ ル ープに 紹 介させ 授 業が 硬 直化 して しまう c 逆
A 意 図的に 指 名 した の だ ろ う ○ た場 面 に 意図的 に 指名 しなくて も自

分の 思う ように なる
⊂.

対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 対象は, ｢ グ ル ープ 内で 自

分の 苗 の 丈の 高さを話し合わせ た後 , そ の 話 し合い

を他の グ ル ープに紹 介させ た場面｣ で ある ｡

こ の 場面に つ い て , 対話者は , 前段 の グ ル ープ内

で の 話 し合い の 間
,
授業者が 各 グ ル

ー プ の 話 し合い

に注意深く耳を傾 けて い た様子 を見て , 机間指導 の

間に どの 意 見を発表させ る か拾 っ て い て ｢ 意図的に

指名｣ した の で は な い か と見て い た ｡

--一
一

方 , 授業老は
,
｢ ど の 意見を出すとか は 思わな

い で
, 子どもか ら自然に出て く るまま に取り とげた｣

と語 っ て い た ｡ そ の 背景 に は , 指名を意図的 に しす

ぎると授業が硬直化 して しまい , 逆 に 意図的に指 名

しなく て も自分の 思うように なると い う考 えが あ っ

た ｡ こ れは授業 者の 経験知に よる もの と考え られ,

授業が 進行す る中 で 子ども の考 えを自然に生か して

い こうとする授業観 が 見られる ｡

なお
,
こ の 場面に つ い て の観察者の オ ン ･ ゴ ーイ

ン グ発話はない ｡ そ の理 由と して
,
机問指導の 際に ,

意図的指 名を考え ておくとい う行為が , 日常 の 観察

者自身の 行為と同様に 見え た の で
, 当た り前の こ と

と し て 発話 で きなか っ た の で は な い かとい う ことが

考え られ る ｡

こ こ で
, 両者 の 同事象異類認知に つ い て考察した

と こ ろ
, 授業老 は , 意図的な指名は授業の 硬直化に

つ なが ると考え て い て , 子 どもた ちの 発 言を出てく

るままに 扱う こと で
, 自 由な流れ で授 業を創 っ て い

こうと し て い る こ とが 見えて きた ｡ -一
一

方, 対話者は
,

子どもた ちの 発言を授業 の 中 で生かす た めに も, こ

の 場面 で はまず どの ような考え をも っ て い る の か を

机間指導で 把握 した 上 で
,
指 名する 意見とそ の 順序

を想定 して おく こ との 必 要性を認識 して い る ことが

見え て きた ｡ 対話者 の い う意図的な指名 で は
,
教師

の 考え た流れに 乗せ る こ とにな る の で
, 授業老の い

う硬直化を招く 可能性は あるとい え る o しか し, 対

話者に と っ て は
, 自由な発言を理想と しなが らも,

そ れを組織して い く こ と の 困難さを認識 して い る こ

とに 気づ い た .

ま た , オ ン ･ ゴ ー イ ン グ発話がなか っ た こ とも考

慮す ると , 子 どもの 意見を把握 し, 指名す るとい う

ことを日常的に行 っ て い る観察者の 姿が 見え て きた ｡

以 上か ら
,
｢ 意 図的 な指 名を行う｣ と い う観察者

の 授業認 知が 見え て く る ｡

4 ･ I ･ 2 ･ 子 どもの 言葉で課題を設定する (表 2 の

B 段参照)

表 2 の B 段だけ を取り 出 した の が , 表 4 で ある o

対 話リ フ レ ク シ ョ ン の 対象は ｢ 生活科の 時間 の 子

どもの つ ぶ や きを紹介 し, そ れを受けて 『 ( 丈 の)

違 い を確か め る には どう した らよい だ ろう』 と投 げ

か けた 場面｣ で ある ｡

こ の 場面に つ い て , 対話者は
, 授業老が , 丁ども

の つ ぶ や きの 後に そ の 言葉を使 っ て 問 い を投げか け

て い る こ とか ら
,
そ の 言葉を拾 っ て課題を設定 した

の だ ろう と考え た ｡ ま た
,
こ の 背景に は

,
子ども の

考え で授業を構成 しよう とい う 授業観が ある の だ ろ

うと考えた ｡
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表 4 事例 1 対話リフ レクシ ョ ンにおける同事象異類認知 とオン
･ ゴ ー

イ ンゲ発話 ( B 段)
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載 葉 書 L
'
'

オ ン . ゴ ー イ ン グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対話 リ プ レ ク シ ∃ ン の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

1

3 4 : う ん
○
だ い た い 手挙 が つ て ○ ｢ 違 い を確か め る に はどう し 生活科 の 時間 の H さ ん の つ ぶ や ●本当は もう ち よ つ と 丁 寧に 縛

きま した ね
〇
や つ ぱ待 つ て る たらよ い だ ろう｣ と い う問 い き を紹 介 し, そ れ を受けて ｢ 違 りなくや り たい が, 予定が あつ

と
, 手挙が る ん で す ね〇 は , そ の 前の 子 ども の 言葉 を い を確 か め るに は どう した らよ たの で

,
｢ 違 い を確 か め るに

l 拾 つ て , 課題 に した もの だ ろ い だろう｣ と投げ か けた場 面 は どう した らよい だ ろう｣ と

B
う〇 子 どもの 考 えで 授業を構

成 しようと いう 姿 が見え る○

決め た○ 教師 が決 めようと思

え ば
,
課題 はい つ で も決ま る

と思 う○

---
一

方 , 授業者は ,
｢ もうち ょ っ と丁寧に , 縛り な

くや りた か っ た｣ と語 っ た ｡ 本時 の授業は 校内研究

の 公開授業 で あり , 予定が あ っ た た め ,
｢ 違 い を確

か め るに は どう したらよい だろう｣ と課題を決めた

とい う こ とで ある ｡ 授業老 は続 けて ,
｢ 決 め ようと

思えば課題は い つ で も, 決ま る｣ とも語 っ て い た ｡

しか し
,
普段 の 授業で はそ うい う こ とは して い な い

と い う の で , 制約 の ある授業とい う特殊 な場面 で の

授業認知 で あるとい える ｡

また
,
こ の 場面に つ い て 観察者 は オ ン ･ ゴ ー イ ン

グ発話を して い る ｡ しか し, そ の 内容は 問い かけ後 ,

子どもた ちの 挙手を待 つ 授業老の 姿勢に つ い て の も

の だ っ た ｡ そ の 理 由と して は , 子 どもの 発言か ら課

題設定ま で が 自然に 行われた と見て い た た め , 教師

の 働きか けよ りも, 子どもた ちの 姿に 注目 して い た

の だと考 えられる ｡

こ こ で
, 両者 の 同事象異類認知 に つ い て考察 した

と こ ろ
,
｢ 課題は い つ で も決ま るもの｣ と い う授業

者の 言葉か ら, 子どもの 考えを柔軟に生か しなが ら ,

こ の課題を重視し授業を構成 して い こ うとす る授業

観が 見えて く る｡
一

方 , 対話者は, こ の場面 で の 子

どもの指名が 意図的に 見えた の で ,
そ の子 どもの 言

葉 によ っ て 課題を設定 したと考え て い た ｡ こ の 点か

ら
,
対話者自身は教師が 考えさせ た い 課題 を子 ども

に言わせ て い る の で はな い かと い う反省を抱い た ｡

以上 か ら
,
｢ 子 どもの 言葉 で 課題を設定する｣ と

い う観察者 の 授業認知が 見え て きた ｡

4 . 1 . 3 . 授業者の意図を優先する (表 2 の C 段参

照)

蓑 2 の C 段 だけを取 り出 した の が ,
表 5 で ある ｡

表 5 事例 1 : 対話リフ レクシ ョ ンにおける同事象異類認知とオン ･ ゴ ー

イ ンゲ発話 ( C 段)

頼 蕪 者 L

T

'

オ ン . ゴー- イ ン グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対話 リ プ レ ク シ ∃

ソ の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

1

( オ ン . ゴーイ ン グ 発話 な し)

i
l

⊂) 課 題 を も つ た 後 の 子 ども に 授業者が ｢ 違い を確か め る には , ●実 は , 授 業 中 迷 つ て い て ,

｢ 普遍 単位の ′広､ 要性 に 気づ か どの マ イ 定規 で 測 る か : と操 り ｢ どれ に す る か 迷 つ て る ん だ

せ た い
_
｣ と い う授 業 者の 意図 返 して 投げか け た 場 面

i

よね｣ と返 して い た が , 途中

i
が あ つ た の で ,

｢ ど の マ イ 定

視で 測 る か
_
｣ と 繰 り返 し投げ

で そ れで は い けない と思 つ た､-ノ
どれ が い い か 考え る ん じ や な

K )
か け た の だ Z ) -

'

) くて .
ど う い う と ニ ろ が 便利

良()) か を 考え る と 二 ろ た カゝ√)

｢f pJ が 大事 かJ と 聞い た o

対話リ フ レ ク シ ョ ン の 対象は ,
｢ 授業老が 課題を

段げかけた後 に ,
『丈 の 違 い を確か め る ため に ,

ど

の マ イ定規で 測るか』 と繰 り返 して投げかけた場面｣

で ある ｡

こ の 場面に つ い て , 対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 中 で ,

対話者は ｢ 普遍単位 の 必要性に 気づか せ た い｣ と い

う授業老 の 意図が あ っ た か ら ,
繰 り返 し問うた の だ

ろう と考 えた ｡ 一方 , 授 業者は ,
｢ 授 業中 ( どう い

う発問が い い の か) 迷 っ て い た
ー
｣ と語 っ て い た ｡ そ

の 迷 い の rr . , ｢( こ こ で は) どれが い い か 考え る の で

は なく , どう い うと こ ろが便利なの か を考え ると こ

ろ だと気づ い た｣ とも語 っ て い た ｡ こ こ に は , 授業

の 中 の 反省的思考の 様子が 見られ る｡

なお ,
こ の 場面に つ い て の 観察者の オ ン ･ ゴ ー

イ

ン グ発話は ない ｡ そ の 理 由と して , 繰 り返 し問う授

業者の 姿に
,
観察者自身を重ね 合わせ て い たた めに ,

発話がなか っ た の で は な い かと考え られ る ｡

こ こ で
,
両者 の 同事象 異類認知に つ い て 考察す る

と, 対話者は , 授業老 の 問い 返 しを授業老 の 意図 を

優先 して 行 っ て い た と見た が ,
授業老自身は , そ の
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間 , 迷 い が生 じ て い た こ とが 明らか に な っ た ｡ 実際

に , 授 業老は そ の 後 , 発問を変え る ことを意思決定

し
, 発問を し直 し て い る｡ こ こ か ら, 子 どもの 反拓

が期待す るもの で なか っ た た め
,
そ のT,f 困を発問 に

あると考え
,
有効な発問を検討 して い た 姿が 見え て

きた ｡
一

方 , 対話者 は授業過程に 在り, 了一どもた ち

の 反応と繰り返 し問う授業老の 姿を観察して い たが ,

子どもた ちの 反応を問題視 して い なか っ た ｡ こ の 背

景に は
,
期待する反F,Lこが 出 て く るまで 問 い を繰 り返

して い る対話者の 姿が あ る の か も しれ ない ｡

以 上か ら, ｢ 授業者 の 意図を優 先す る｣ と い う 観

察者 の授業認知が 見え て きた ｡

4 . I . 4 . 子 どもの考えを授業のねらいと照ら L 合

わせ る (表 2 の D 段参照)

表 2 の D 段だけを取り 出 した の が , 表 6 で ある ｡

表 6 事例 1 : 対話リフ レクシ ョ ン における同事象異類認知 とオン ･ ゴ ー

イ ンゲ発話 ( D 段)

観 察 者 の

オ ン . ゴ ー イ ン グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対 話 リ フ レ ク シ ∃ ン の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

1

4 0 : こ つ か ら , 共 通単位 の と こ ○異 なる定 規で 測 つ た高 さの 換 ｢ マ ス 目定規 の 2 マ ス と ブ ロ ツ ● マ ス 目と ブ ロ ッ クの 換算 の 7

ろに い くか どうか だ よな○ 実 算方法が 自 分たちで 分か れば ,
ク定規 の 1 ブ ロ ッ ク が 同 じ長 さ イ デ ( ア は面 白い と 思 つ た c

際 , 男 の 子の と こ ろで 2 マ ス み ん なで 同 じ定 規を つ く る必 で あ る｣ と い う子 どもの 考え マ ス 臼 と棒 に つ い て は
,
子 ど

l
と 1 ブ ロ ッ クが イ コ ール つ て 要 が な い の で は ない か

. ○
つ ま もた ちは同 じような換 算 の 必

こ とに な つ ち や うか ら, そ の り
,
子 どもか ら換 算方法 が 出 要感を も つ て い れば 何か 反 応

D
7 イ デ f 7 が 逆 に い い ん だ け た こ と に よ つ て

, 共通 の マ イ が あ ると思う が , 何 もなか つ

ど , 共通 単位の 方に 目 が い く

か ?

定 規を作 る必 要感 は 生ま れに

くく な つ たの で はない か
こ

たか ら , そ の まま進 ん だ二=

対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 対 象は ,
｢ マ ス 目定規 の 2

マ ス と ブ ロ ッ ク定規の 1 ブ ロ ッ ク が 等 しい とい う子

どもの 考え｣ で ある ｡ と こ ろ で ,
こ の 授業に は ｢ 長

さに つ い て 普遍単位 の 必 要性を理解す る｣ と い うね

らい が あ っ た ｡

こ の 子どもの 考え に対 して , 対話者 は ,
｢ 異なる

定規で 測 っ た 高さ の換算方法が自分た ちで 分か れば ,

み ん な で 同じ定規 を作 る必要が な い の で は な い か｣

と語 っ た ｡ すなわち, ね ら い で あ る普遍単位の 必 要

性 は生まれに くい の で は な い か とい う こと で ある o

こ れは
,
2 マ ス と 1 ブ ロ ッ ク が 同 じ長さ で あると い

う ある子ども の考 えと授業 の ね らい を照ら し合わせ

た結果 , 気 づ い た も の で ある ｡

一

方 の 授業老は
,
換算す る ア イ デ ィ ア を面白い と

だけ認知 して い た ｡

ま た
,
こ の場面 に つ い て観察者は オ ン ･ ゴ ーイ ン

グ発話を して い る ｡ そ の 内容は 対話リ フ レ ク シ ョ ン

の 中 で の 発話ほ どは っ き りとは し て い ない が
,
換算

するア イ デ ィ アと共通単位 ( 普遍単位) の 関係に 何

か しらの 問題を感 じて い た ことが読み 取れる｡ こ の

間題意識が対話リ フ レク シ ョ ン を通 し て
,
明確に な っ

た の で あろ うと考えられる ｡

こ こ で
, 両者の 同事象異類認知 に つ い て考察する

と , 対話者は授業 の ね らい を念頭 にお い て , 子ども

の 考えを聞い て い る姿が 見え て きた ｡ 子どもの 考え

を授業 の ね らい と照ら し合わせ る こと で , 対応を考

え , 時 には軌道修正す る場合を想定 して い る｡
一

方 ,

授業老に は ,
こ の 子 どもの 考え を授業の ね ら い と関

係付け て みる思考は働 い て い なか っ た ｡ そ の 背景に

は
, 単位換算 の考えが 出る と予想 して い なか っ た た

め
,
そ の考 えを面白い と こ ろ に 目を つ けた 考え で あ

ると価値づけた の で は ない かと い う ことが 考え られ

る .

以上か ら, ｢ 子ども の 考え を授業 の ね ら い と照 ら

し合わせ る｣ と い う観察者 の授業認知が 見え て きた ｡

4 . I . 5 . 事例 1 から見え る観察者の 授業認知

以上の 事例 1 の 分析か ら, 次 の 観察者 の授業認知

が 見え て きた ｡

･ 意図的な指名を行う

･

子 どもの 言葉で 課題を設定す る
･

授業者の 意図を優先す る

･ 子どもの 考え を授業の ね らい と照ら し合わ せ る

こ の 4 つ を見直 した と こ ろ
,
｢ 意図的 な指 名を行

う｣ ｢ 授業者 の 意図を優先す る｣ と い う授 業認知 か

らは
, 授業者の 意図を中心に授業を進め て い る観察

者 の 姿が 見え て く る ｡ ま た ,
｢ 子どもの 考 え を授業

のね らい と照ら し合わせ る｣ と い う授業認知か らは ,

授業 者の意図を反映 した授業 のね らい に フ ィ ー ド バ ッ

ク して い る観察者の 姿が 見え て く る ｡ ｢ 子ども の 言

葉 で課題を設定す る｣ と い う授業認知 からは , 授業

老の 意図に 合 っ た 子どもを指 名した と考えた こ とか

ら
,
こ こ で も授業老 の 意図が働 い て い る観察者の 姿

が 見え て くる ｡
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以 L を総 合的 に とらえ る と, ｢ 『授業老 の 意図』

に電点をおい て い る｣ と い う観察者の授業認知の 特

徴が 見え て きた ｡
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4 . 2 . 事例 2 から見える観察者の授業認知

事例 2 の 対話リ フ レ ク シ ョ ン に おけ る授業老と対

話者 の 同事 象異類認知 の 部分を取り出 し, 授業認知

を解釈 し, そ の 対象 - オ ン
･ ゴ ー イ ン グ発話 を対応

させ たもの が表 7 で ある ｡

表 7 事例 2 : 対話リフ レクシ ョ ンにおける同事象異類認知 とオン ･ ゴ ー

イ ング発話

勧 察 者 の

オ ン . ゴ ー イ ン グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対話 リ プ レ ク シ ∃ ソ の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

2

-

A

13 0 : なる ほ どこ〕 そ う なん だ よ , ⊂) 授 業老の ｢ 自力解 決が どう し 子 どもた ちが , 答えが 2 に なる ● ｢ 無 理だ｣ とい う 言葉 は ,
い

や つ ぱこ
.
偶数奇数 なん だや つ て もうまく い か なく な つ て初 式 が 作れ ない で , 無理 だと言 つ く つ か 試 して みた が, - 2 に

ぱり
〇

め て , 人の 話 が 聞け るの か も た場 面 は なら ない とい う 意味だと 思

13 1 : じや ね え , 奇 数と 奇 数だ しれない｣ とい う 言葉か らす う ○ 自 力解 決がで きない と い

よな- c る と ,
｢ 無理 だ｣ と 言 つ て い う ことで はなく, - 2 に はな

13 2 : 1 と 1 か な- 〇 た子た ちは , 自 力解決が どう らない と い う こ とで あ る○ た

1 33 : う ん- う ん うん うん r, して もうま くい か なく な つ た だ, そ う い うか らに はそ の 理

1 34 : ん ? 4 が 出て く る -

1 35 : 難 しい c

1 36 : 何や る ?

1 3 7 : な る ほ どな る ほ ど〇 言 い

換 え るん だ な○ 言い 換 え る ん

だ○

子 どもた ちで は ない か 〇 とい

う こ と に な る○

由が 必要 で あるo

2

ll : うーん , なるほ ど ,
ちや ん ⊂) 授業者 は, 問題 解決 に 入 る前 問題解 決の 前 に 子 どもた ちが , ●い つ ぱい あげ る に は ,

そ れら

と前 の 学習お ぼえ て て ,
つ な に 約束 を検討 した 場面 を 大事 数字の 入 れ替 え , ( ) の 使い を どう 類別 して い くか と考 え

が つ て ん で す ね- ー
だと しなが ら も引き伸 ば し過 ち, 数 字 の 使 用回 数 な どに こだ たと きに

, 子 どもた ちに は ,

16 : なるほ ど, や つ ぱ,
そ うね え- ぎた と 語 つ て い た ○ 子ども た わ つ た 場面 ( 約1 5 分間) 問題 をは つ きり させ た い と い

節
- ちが 約15 分間 も こだわ つ て い う気持 ちが あ つ て こ だわ つ て

l
17 : 前の 経験 を, ちや ん と振 り た の は

,
授業 者が ｢ 答え が 1 い た の で は ない か c そ の こ だ

返 つ て るつ に なるも の をな る べ くたくさ わ り はとて も大事 だと思 つ て

B

2 3 : い い こ と言うな ,
ほ ん と に ○

24 : こ うや つ て こ う 子どもの 声

で
,
つ なが つ て い く , こ れは

い い な あ ⊂

3 1 : な るほ ど , 鋭 い なこ

ん あげま し よ う｣ と 言 つ た か

らで は な い か c

い る c

2

( オ ン
. ゴー-- 1 ン グ発話 な し)

⊥

_

⊂) 偶数 よ り も 奇数の 方 が 簡単 だ - 2 が で き なく , 偶数よ り 奇数 ● Ⅰ男は , 数直線をか い て い て ○

と い う 理 由をそ の 子 な り に 考 の 方 が 簡単 だと思 うだと 思う 子 そ れで 説明 しようと して い た c

え て い た と 思うが ,
おそ らく が 多い 中

,
そ の 理 由を言 お うと 仮 に あそ ご で 綬を指 名 した と

l 発言 内容を ある程 度予想 して 挙 手した Ⅰ 男の 指 名を 後回 しに したら
, 綬の 考 え の 方 向に 乗

いた の で は ない か.〇 そ の た め ,
す る場 面

帆

せ て い く ことに なつ て しまう
〇

C

lヨ

タ イ ミ ソ グを計 つ て い たか ら ,

す ぐに 指 名 しな か つ た の で は

,
+
こい か

∩

だか ら
,
そ こを ち よ つ と 待た

せ た ,

,

4 . 2 . 1 . 子 どもの言葉を表面的に理解す る (表 7

の A 段参照)

夫7 の A 段 だ けを取り 出 した の が , 表 8 で あ る｡

対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 対象は ,
｢ 丁どもた ち が ,

I

?
J

i- え が 2 に な る 式が 作れな い で , 無児だ と言
一

〕 た場

面｣ で あ る ｡

対話 者は , 対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 中 で ,
｢ 自ノJ 解

決が どう して もうまくい か なくな っ て 初め て , 人 の

話が 聞け る の か も しれない ｣ と い う授業老の 言葉を

聞き ,
そ の 言集に納得 した ｡ そ し て , そ の 言葉か ら

す ると
,
｢ 無理だ

_
｣ と 言 っ て い た f一ど もた ち は , 自

ノJ 解決が どう して もう まく い か な く な っ た の で はな

い か と 考え た 〔

- )i
,
授 業石- は ,

｢ そ う はノi ト) て い な か
-

〕 た ,
,,
い

ノ ー

つか や 一

) て ,71L た が , や 一

' ば り で きな い か F l ,

√

実証

的 に ,

- 2 は 無理だと い う こ と で は な い か ｣ と語
一

〕

て い る , つ ま り , 子どもた ち q ) ｢ 無理だ｣ と い う言

葉は , 自)) 解決が で きない とい う こ とで は なく ,

-

2 に は な らない と い う 意味だ とい う の で あ る.
｡

こ の 子どもた ちの 様子に 対 して , 観察者は オ ン
･

ゴ ーイ ン グ発話を して い る ｡ そ の 内容は , 無理 だと

言い なが らも, 何とか 式を導 こうと して い る子ども

た ちの つ ぶ や きを 肯定 し, 認 め て い る ｡ 但 し, ｢ 無

理だ｣ と い う 言葉を発 して い る 子どもの 状況まで は

考 え て は い なか っ た ｡ そ の理 由と して ,
｢ 自力解決

が どう し て もうまくい か なくな っ て 初め て , 人の 話

が 聞け る の か も しれない ｣ と い う r一ども観 は , 対話

I) フ レ ク シ ョ ン の ･いでfJ) め て 授 業若か ら聞い た L
-ミ~ 葉
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表 8 事例 2 : 対話リフ レクシ ョ ンにおける同事象異類認知 とオン ･ ゴ ー

イ ンゲ発話 ( A 段)

載 察 者 の

オ ン . ゴー- 1
'

ソ グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対話 リ ブ レ

}
/ シ ∃ ン の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

2

ド

A

1 3O : あ-- なる ほ ど亡 そ う なん ○授 業者の ｢ 自)] 解 決が どう し 子 どもた ちが , 答 え が 2 に なる ● ｢ 無理 だ｣ と い う言 葉は ,
い

だよ , や つ ぱ :=- 偶数奇 数なん て もう まく い か なくな つ て 初 式が 作 れな い で . 無碍 だと言 つ く つ か 試して み た が ,

- 2 に

だや つ ぱり.○ め て
, 人の 話が 聞 け るの か も た場面 は なら ない と いう 意味 だと思

1 3 1 : 偶 数 じ や ね え
, 奇 数 と 奇 しれ ない｣ とい う 言葉か らす う

○ 自7] 解決が で き ない と い

数 だ よな-/ : る と , ｢ 無理 だ
ー
:
と 言 つ て い う こ と で は なく ,

- 2 に は な
1 32 : 1 と 1 か な-- こ た 子 た ち は, 自 力解決が どう らない と い う こ とで ある こ た
1 33 : う ん- う ん う ん う ん =. して もうまく い か なく な つ た ど

,
そ う い うか らに は そ の 理

1 34 : ん ? 4 が 出て く る -

1 35 : 難 しい ○

1 36 : 何 や る ?

1 37 : な るほ ど なる ほ ど○ 言 い

換 え るん だなニ. 言い 換 え るん
だ ○

子 どもた ちで は ない か ご とい

う こ とに なる ○

由が 必 要で あ る.-㌔

で あり
, 授業 中は そ うい う子ども観をも っ て 見て い

なか っ た か らだと考え る ｡

こ こ で
, 両者 の 同事 象異類認知に つ い て 考察す る

と
,
｢ 無理 だ｣ と い う言葉か ら , 授業 者は 課題は 成

立 しない とい う子 どもた ちの 考えを見出し, 一

方 の

対話者は 自力解決が で きない とい う子 ども の状態を

捉 えた ｡ こ の 差異は小さい ようだが , そ の 後 の 教師

の 手立 て が大きく異 な っ て くる ｡ す なわち , 授業老

の 認知の 場 合は
,
本事例の ように ｢ 答え が 2 になる

ような式はなさそ うだが
,
そ れは なぜか｣ と い う方

向に進ま せ る ことが で きる o
一

方 , 対話者 の 認知で

進むと
, 子どもた ちの だれかが 気づ かない 限り , 全

員が 自力解決 で きな い 状態に な っ て ようや く ,
｢ も

しか した ら
, 答え が 2 になる式は ない の で はな い か｣

と気づ く ことに なると予想され る｡

以上 か ら
,
｢ 子 どもの 言葉を表面的に坪解す る｣

と い う観察者の授業認知 が見え て きた ｡

4 . 2 . 2 . 子 どもの姿を教師の視点で判断する (表

7 の B 段参照)

表 7 の 中 の B 段だけを取 り出 した の が
, 表 9 で あ

る｡

表 9 事例 2 : 対話リフ レクシ ョ ン における同事象異類認知とオン ･ ゴ ー

イ ング発話 ( B 段)

観 察 者 の

オ ン . ゴ ー イ ン グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対 話 リ プ レ ク シ ∃ ン の 対象 操 業 者 の 授 業 認 知

2

i

ら

ll : うー-- ん , なるほ ど, ち や ん ○授 業老 は , 問題 解決 に 入 る 前 問題 解決 の 前に 子 どもた ちが , ●い つ ぱい あ げる に は , そ れ ら
と前 の 学習お ぼえ て て

,
つ な に 約 束を検討 した 場面 を大 事 数字 の 入 れ替 え

,
( ) の 使 い を どう 額別 して い く か と 考え

が つ て ん で す ね- こ だと しなが ら も引き伸 ば し過 ち, 数字 の 使用回数 な どに こ だ た と きに , 子どもた ちに は ,

16 : なるほ ど, や つ ぱ, そうねえ 二. ぎた と語 つ て い た○ 子 どもた わ つ た 場面 ( 約1 5 分間ー 問題を は つ きり させ たい と い

節 - ちが 約1 5 分間 も こだわ つ て い う 気持 ちが あ つ て こ だわ つ て
17 : 前 の 経験を , ち や ん と振 り た の は

, 授 業老 が ｢ 答え が 1 い た の で は ない か.○ そ
の こ だ

起 つ て る 〇 に なるも の を なる べ く たくさ わり は とて も 大事だ と思 つ て
2 3 : い い こと 言う な

,
ほ ん とに

o

2 4 : こ う や つ て こ う子 どもの 声

で
,
つ なが つ て い く

,
これ は

い い な あ ⊂.
3 1 : なる ほ ど

, 鋭 い な○

ん あげま し よ う｣ と言 つ た か

らで は ない か
_､

い るぐ
_㌔

対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 対 象は ,
｢ 問題解決に取 り

かか る前に
, 子どもた ちが数字の 入れ替え , ( )

の 使 い 方, 数字 の 使用回数などに こ だわ っ た場面｣

で ある ｡

授業 者は , 対話リ フ レ ク シ ョ ン の 冒頭か ら ｢ 問題

をきち っ と把握させ るた め に
,
い ろ い ろ とや りすぎ

ち ゃ っ た ｡
･ ･

･ 今回は ちょ っ と引き伸ば しす ぎち ゃ っ

た か ら
, 引き伸ばすと後の 方が 苦 しくなる｣ と語 っ

て い た o つ ま り , 授業 の 最初を引き伸ば し過 ぎた た

めに
, 授業終盤に時間的に苦 しく な っ た ことを反省

して い る｡ しか し, 対話リ フ レ ク シ ョ ン を進め て い

く中 で ,
｢ 今 回 よか っ た と思う の は

, 問題設定 の 段

階 で こ だわ っ た こ とだ｣ と肯定 して い る ｡ こ の こ と

か ら
, 引き伸ば した ことを反省し つ つ も

,
そ の活動

自体 は
,
価値が あ っ たと 見て い るとい え る ｡ 実際に

は
,
こ の ｢ こ だわ り の 場面｣ に は杓15 分を費や し て

い る o 授業中, 授業 吾が ｢ なか なか 始まらない｣ と

つ ぶ やくぼ ど
, 長 い と感じて い た ようで ある ｡
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こ の 場面に つ い て , 対話者は ,
こ れだけ子 どもた

ちが こ だわ っ た の は ,
｢ 答 え が 1 に な るもの をなる

べ くたくさん あげま しょ う｣ と い う授業老 の 言葉が

あ っ た か らで は ない か と考 えた ｡ す なわち, 各自が

たくさん考え るに は ,
ル ー ル を共通 に確認 して おか

なく て は い けない とい う思 考が 子どもた ちに働 い た

の で は な い か とい うこ と で ある ｡
一

方 , 授業老は ,

｢ 式を類別す るため に問題をは っ き りさせ た か っ た

か らで は ない か｣ と語 っ て い る ｡ つ ま り ,
例 えば

,

数字を入 れ替え た式 は 1 つ と見なすの か 2 つ と見な

す の か とい う こ とを明確にす るた め で あると考 え て

い る ｡

こ の場面に つ い て , 観察者の オ ン ･ ゴ ー イ ン グ発

話 は , 子どもた ちの こだわり を肯定的に 見て い るも

の ばか りで ある ｡ 時間 はか か っ て い た が ,
対話者も

授業老同様 こ の こ だわ り の 姿を価値が あると見て い

た とい え る ｡ オ ソ
･ ゴ ー イ ン グ発話と対話 リ フ レ ク

シ ョ ン で の 対話者 の授業認知が食い 違 っ て い た の は ,

時間 の こ とを気に する授業老の 言葉に触発され, 時
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間 が かか っ た要因を対話者が発話 した から で はな い

か と考える ｡

こ こ で
, 両者の 同事 象異類認知に つ い て考察する

と
, 対話者は子 どもた ちが こ だわ っ た 要因を授業者

の ｢ なる べ く たくさん｣ と い う働きか けに 見たの に

対 して , 授業老は 子どもた ち の ｢ 問題をは っ きりさ

せ た い｣ と い う思考に 見て い る｡ 子 どもた ちの 思考

の き っ か 桝ま授業老 の働 きか 桝 こ ある ことは授業老

自身も認め て い るが ,
そ の 上 で こ だわりを子どもた

ち の立場 で 解釈 して い る ｡
一

方 , 対話者は, 子ども

た ち の こだわりを促 したと考え る 直接的な教師の 働

きか けに注目 して い る ｡

以 上 か ら, ｢ 子 どもの 姿を教師の 視点で 判断す る｣

と い う観察者の 授業認知が 見え て きた ｡

4 . 2 . 3 . 意図的に指名する (表 7 の C 段参照)

表 7 の 中 の C 段だけを取 り出 した の が , 表1 0 で あ

る ｡

表1 0 事例 2 : 対話リフ レクシ ョ ンにおける同事象異類認知とオン ･ ゴ ー

イ ンゲ発話 ( C 段)

観 察 者 の

オ ン . ゴ ー イ ン グ 発 話
対 話 者 の 授 業 認 知 対話 リ フ レ ク シ ∃ ン の 対 象 操 業 者 の 授 業 認 知

2

( オ ン . ゴ ーイ ン グ発話 なし) ○偶数 よりも奇 数の 方 が 簡 単だ
- 2 が で きなく, 偶 数 より奇数 ●Ⅰ男は, 数直線をか い て い て 〇

とい う理 由をそ の 子 な りに 考 の 方が 簡 単だと思 うだと思 う子 そ れで 説 明 しようと して い た〇

え て い たと 思うが , おそ らく が 多い 中, そ の 理 由を 言おうと 仮 に あそ こ で 彼を指 名 したと

】
発言 内容を ある程度 予想 して 挙 手 した Ⅰ 男の 指 名を後 回 しに したら , 彼の 考え の 方 向に 乗

い た の で は ない か
ニ
そ の ため

,
す る 場面 せ て い く ことに なつ て しまうc

C
タイ ミ ン グを計 つ て い た か ら

,

す ぐに 指名 しなか つ た の で は

な い か c

だ か ら , そ こを ち よ つ と待 た

せ た o

対ふT,1/
) 7 し

/

7 シ ョ ン L
f
) 対 敏は ,

｢ 答 え が 2 に なる

式が 作れ ない 状況か ら 2 と い う偶数 より ,
1
,
3 と

い う 奇数の Jj が式を[
/

F =A L
/

) や す い と い う 声が 卜が ろ｢i l .

そ の 理 由を [--:jA お うと挙 T-･ し た j
′

一と も の 指名を後[ ul し

に した場 面｣ で ある ｡

こ の 場 面に 対 し て , 対話者は, こ の 場面 より前に

Ⅰケi が授 業者に [
[

-] 分 の ノ ー トを 見せ て い た の で , 揺

業者は I T] が 何を発言 しようと して い る の か をある

程度 予想 して い て , 発言 の タ イミ ソ グを計 っ て い た

の で は な い か と考え て い た ｡ 一方
,
授業 者は

,
Ⅰ男

が ノ ートに数直線をか い て い た ことを把握 して い た ｡

そ の L で 発言を待た せた の は , 仮 に Ⅰ男を指 名す る

と
,
別な思考を して い る他の 子を数直線とい う I 男

の 考え に 乗せ て しま うと こ とにな ると考 えた か らだ

と語 っ て い る cj

こ の 場 面に 対する観察月･ の オ ン ･ ゴ ーイ ン グ発[iff

は な い ,J -ノ､ だ け 挙T･- し て い る I
F
)3 の 指 Y. を揖持す

る授業 者の 姿に , 意図的に 指名を しない で い る 日 ご

ろ の 対話 者Fl 身を亭ね 合わせ て い た か らだと 考え ろ一

こ こ で
,
両者 の 何事象異類認知に つ い て 考察す る

と , 対話者は 意図的に指 名を しなか っ たと 見て い た

の に対 し て , 招業者は I 男 の 発言内容を予想 して い

た
_
L で

,
こ こ で 発 言さ せた ら , 他 の

~
f一をⅠ男の 考え

に 乗せ て しまうか ら指 名 しなか っ た ｡ 両者とも タイ

ミ ソ グを計 っ たと い う授業認知は 同類の ように 考え

られるが , そ の タ イミ ソ グを計るた め の 理 由に差異

が 見られ る. 授業老は ,
I 男 の ノ ートか ら予想した

発言内容を こ の タイ ミ ソ グ で 発表させ ると , 他 の 子

の思 考を I 男 の 考えに乗せ て しまう ことを危供した ｡
一 )j の 対話 者は ,

発 言内容が 他の (一に 与え る影響ま

で は 考え て い なか っ た ｡ こ の 点は , 授業者と観察者

の 遠い 及び限界にLh 来する と思われ る ,
,
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以上か ら, ｢ 意図的に 指名す る｣ と い う観察者の

授業認知 が 見え て きた ｡

4 . 2 . 4 . 事例 2 か ら見える観察者の授業認知

以上の 事例 2 の 分析か ら, 次 の 観察者 の授業認知

が 見え て きた ｡

･ 子 どもの 言葉を表面的に理解す る

･

子 どもの 姿を教師の 視点で 判断する

･ 意図的に指 名する

こ の 3 つ を見直 した と こ ろ
,
｢ 子 どもの 言葉を表

面的 に理解す る｣ l
~
子 どもの 姿 を教師 の 視点 で 判断

す る｣ と い う授業認知か らは , 子 どもの 言葉や姿 を

そ の 内面を考慮する よりも
,
表面的に 見え る こと の

み で理 解, 判断 して い る観察者 の 姿が 見え てく る ｡

こ の こ とか ら
,
｢ 子 どもか ら表出されるも の を手

が か りに判断 して い る｣ と い う観察者 の授業認知 の

特徴が 見え て きた ｡

5 . まとめ と今後の課題

5 . I . ま とめ

以上 2 つ の 事例か ら明らか に な っ た 観察者の 授業

認知を再度整理する ｡

< 事例 1 より >
･

意図的 な指名を行う
･ 子 どもの 言葉で 課題を設定す る

･ 授業者の 意図を優先す る

･ 子 どもの 考え を授業の ね ら い と照ら し合わせ る

以上を総合的に とらえ ,
｢ 『授 業老 の 意図』 に重 点

をおい て い る｣ と い う観察者 の授業認知の 特徴が 見

られる ｡

< 事例 2 より >

･ 子 どもの 言葉を表面的に理解する

･

子 どもの 姿を教師 の 視点 で 判断す る

･ 意図的に指名す る

以 上を総 合的に とらえ
,
｢ 子どもか ら表出される も

の を手 が かりに判断 して い る｣ と い う観察者 の 授業

認知の 特徴が 見られ るo

本研究過程か ら
,
オ ン ･ ゴ ー イ ン グ及び対話 リ フ

レ ク シ ョ ン に よる観察者の 授業認知を把握す る方法

の 有効性 が確認で きたと考え る. ただ し, 留意しな

け れば ならない 点が ある ｡

･ オ ン ･ ゴ ー イ ン グ で は
, 気 づ い たままを自由に 即

時的に 発話する とい う基本を守 る｡

･ 対話リ フ レ ク シ ョ ン で は
, 授業老と対話 者の 関係

性が 重要 なの で
,
対話者 はまず聞き役に 徹 し, 請

や す い 雰囲気を つ く る｡
･

対 話者として授 業老の 思 い を十分に引き出す こと

を心 が け る ｡ そ の 上 で , み え や 考え が異な る場 合

には , そ れを提示 した とで 議論する ｡

また
, 副次的な こと で あるが , 本研究を通 して 筆

者が気づい た ことが ある ｡ それは , 対話リ フ レ ク シ ョ

ン の 対象に対する オ ン ･ ゴ ーイ ン グ発話が ない もの

の 中に 暗黙知 で ある実践知が 隠されて い る の で は な

い か とい う仮説 で ある ｡ 本研究の 事例 1 の ｢ 意図的

な指名を行う｣ ｢ 授業老の 意図を優先す る｣ , 事例

2 の ｢ 意図的に指 名す る｣ と い う授業認知が 見えて

きた対象におい て ,
オ ン ･ ゴ ー イ ン グ発話が なか っ

た ｡ そ の 理 由を予断や 推測を排 して 考えたと こ ろ ,

日常 の授業老と して の観察者自身の 姿 を重ね 合わせ

て い た とい う理由にた どり着い た ｡ こ の こ とは ,
こ

れら の授業認知が観察者の 意識下に も ぐり こん で い

た た め に
, 意識 で きなか っ た こ とを物語 っ て い る ｡

すなわ ち
, 授業認知は , 対話 リ フ レ ク シ ョ ン 及び オ

ン ･ ゴ ーイ ン グ発話か ら直接的に 明らか に なる こ と

は もちろん で あるが ,
オ ン ･ ゴ ー イ ン グ発話な しの

原因と対話 リ フ レ ク シ ョ ン の 対象とを比較す る こ と

に よ っ て 間接的に 明らか にす る こ とが で きる の で は

な い かと考え る ｡

5 . 2 . 今後 の課題

本研究 で は , 観察者と対話者を同 一

人物が行 っ た

ため
, 授業認知を明らか にす る方法と して オ ン ･ ゴ ー

イ ン グによ る授業認知 と対話リ フ レ ク シ ョ ン による

授業認知とを比較 し, 分析 した ｡ そ の 結果, 観察者

の 授業認知が 見えて きた ｡ しか し, そ れは , 同事象

異類認知とい う視点 で の 分析の み に よるもの で ある｡

今後は , 同事象同類認知
,
異事象認知ま で 広げ て ,

総 合的に分析す る こ とが必 要 で あると考え て い る｡

ま た
, 事例研究を行うと , そ れぞれか ら授業認知

が 見え て く る｡ 今後 多く の授業認知が 明らか に な っ

た ときにそ れを分類整理する視点が 必 要に な っ てく

ると考 える ｡

併せて ,
オ ン ･ ゴ ーイ ン グに よる授業認知と対話

リ フ レ ク シ ョ ソ に よる授業認知と の 関係に つ い て も

継続 して 検討 して い きた い ｡
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